
令和７年度 磐田市立城山中学校 学校評価書             ※本年度は新たな評価指標を用いて評価を行う初年度であるため、目標値は設定していない。本年度の結果を基に、来年度の目標値を設定する。 
資質・能力 

領域 
主体性１/２ 

（主体的に粘り強く取り組む力） 
多様性への理解・柔軟性３ 
（多様な人々と協働していく力） 

創造性４ 
（新たな価値を創造する力） 

担当 
分掌部 校務分掌部による自己評価 

知 
育 

教
科
Ａ 

学習内容が、豊かで幸
せな人生やより良い社
会につながることを意
識し、自ら学習してい
る 
【目標 00%】※ 
【結果 76.6%】 

どんなことがどのくらい
身についているか振り返
り、学習方法を工夫して
粘り強く取り組んでいる 
【目標 00%】※ 
【結果 77.3%】 

互いに教え合ったり、考え
を伝えあったり、補助し合
ったり、評価し合ったり、助
言 し 合 っ た り す る な ど し
て、学習している 
【目標 00%】※ 
【結果 91.8%】 

学習課題に対して自分の考えをも
って取り組んでいる（例：仮説を立て
て証明や実験、調査などをする(数学・理科・
社会など)、より良い作戦を考える(保体)、よ
りよい表現を追求する(美術・音楽など)、精確
で効率的な作業を追求する(技術)など） 
【目標 00%】※ 
【結果 84.0%】 

学
び
づ
く
り
部 

主体性（A1、A2、B1、B2）の数値が低い要因としては、学習が将来の自己実現や社会の
向上につながっていることをイメージしづらいのではないかと考える。学習内容を社会時
事や身近な事柄に結びつけて授業を行い、興味関心を高めていきたい。また、生徒自身が
学習内容や学習課題、学習ツールを選択できる授業を増やすことで、主体性を高めていき
たい。創造性（A4、B4）においても仮説を立てて、調査・検証を行うというサイクルを授
業や総合に積極的に取り入れることで高めていきたい。特に総合においては、探究課題を
設定した理由を明確にさせることで、探究に対する自分の思いを深めさせていきたい。レ
ポート発表やプレゼンを行った後、自己の振り返りを行うだけでなく級友にアドバイスや
良かった点を意見してもらうことで次の活動へつなげさせ、改善・深化させていく。一方、
多様性への理解・柔軟性（A3、B3）の数値は、教科・総合ともに高かった。実際にどの授
業でも対話の時間を十分に確保しており、積極的に考えを広げたり深めたりする生徒の姿
が見られる。また、ICT ツールの活用によって意見交流が活発にできている。これらを今
後も重点的に行っていくことで、協働的な学びを深めていくことが大切だと考える。 

総
合
Ｂ 

自分の思いをもって、
調査・体験・発信などの
活動に取り組んでいる 
【目標 00%】※ 
【結果 78.4%】 

自分が取り組んでいる調
査・体験・発信などの活
動がうまくいっているか
振り返り、改善している 
【目標 00%】※ 
【結果 71.8%】 

調査・体験・発信などの活動
において、互いに話し合っ
たり、協力し合ったりして
活動している 
【目標 00%】※ 
【結果 86.4%】 

自分の課題を設定して、調査・体
験・発信などの活動に取り組んで
いる 
【目標 00%】※ 
【結果 80.2%】 

徳 
育 

特
活
・
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
等

Ｃ 

 
 
 
 
学級・学校・地域での自
分の立場にあったより
良い行動とは何か意識
し、自ら行動しようと
している 
【目標 00%】※ 
【結果 85.5%】 

 
 
 
 
自分が取り組んでいる仕
事・活動・日々の生活な
どがうまくいっているか
振り返り、改善している 
【目標 00%】※ 
【結果 78.4%】 

他の人と仕事の進め方や役
割分担などを相談し合って
活動したり、意見が異なる
場合には話し合って解決し
たりしている 
【目標 00%】※ 
【結果 89.3%】 

学級・学校・地域の、学校行事(練
習も含む)・イベント・ボランティ
ア・問題解決などについて、自分
のアイデアや意見をもって取り組
んでいる 
【目標 00%】※ 
【結果 70.4%】 

仲
間
づ
く
り
部 

主体性の CD1「自ら行動～」と CD2「振り返り、改善～」の結果より、行動してはいる
が、その結果を次に生かそうとする意識が低いと感じられる。主体的というよりは、指示
に従って動くことに慣れてしまっているのではないかと考察する（創造性の C4「自分の意
見やアイデアをもつ～」にもそれが表れている）。多様性の C3「意見が異なる場合には話
し合って～」の結果からは、互いに意見を言い合える雰囲気であると感じる。来年度は、
良い点を伸ばし、更に成果を上げるために、「些細なことであっても一人一人がまず意見を
もつこと」に重点を置いて教育活動を推進したい。 

生
徒
指
導
等
Ｄ 

互いの価値観や違いを認め
合い、他の人の人権や存在
を尊重して行動している 
【目標 00%】※ 
【結果 93.1%】 

互いの人権や存在を尊重するため
のよりよいルールやマナーについ
て、自分の考えをもって生活して
いる 
【目標 00%】※ 
【結果 89.4%】 

生
き
方
部
／
体
づ
く
り
部 

ほとんどの生徒がルールやマナーを守れている（CD1）。教育相談や学校生活アンケート、
SNS 講座等を活用した結果、互いの価値観や違いを認め合い、他の人の人権や存在を尊重
するなどの好ましい人間関係が形成されている（D3、D4 共に約 90％）。しかし、4 件法
の最上位の回答は D344％、D437％であるため、人権意識向上に向けた手立てを本年度以
上に充実させたい。また、今後は、悩みや不安を抱えている生徒に対して自分から相談し
やすい環境づくりを行っていきたい。 

体 
育 

健
康
・
安
全
指
導
Ｅ 

心や体が健康であるこ
との大切さを意識し、
生活している 
【目標 00%】※ 
【結果 88.2%】 

自分や学級全体の生活習
慣や行動について振り返
り、改善に向けて粘り強
く取組んでいる 
【目標 00%】※ 
【結果 79.5%】 

運動・健康・栄養・衛生・安
全などについて、学校生活
を改善しようと協力して活
動している 
【目標 00%】※ 
【結果 87.8%】 

運動・健康・栄養・衛生・安全など
について、自分の考えをもって生
活している 
【目標 00%】※ 
【結果 91.1%】 

薬学講座や朝食調べ、保健便りや給食便りを活用した結果、望ましい生活習慣を身に付け
ている生徒が多い。一方で、爪やハンカチ持参などの当たり前のことができず、なかなか
改善しない生徒も見受けられる（E2）。全体的な傾向として、運動・健康・栄養・衛生・安
全などについて、学校生活を改善しようと協力して活動できる（E3）ため、生徒会活動な
どにおける生徒の主体的な取組み活性化させ、粘り強く生活改善に取り組ませたい。 

指
導
部
⾧
会
に 

よ
る
自
己
評
価 

学校全体の雰囲気として、互いの存在を尊重し合い、協働することができている（3）。一方で自己中心的な言動で、
他者を傷つけてしまう生徒もいる。引き続き、全ての教育活動において、人権意識の向上を最重要事項として指導し
ていく必要がある。新たな価値を創造する力（4）も高まってきている。しかし、集団で活動する場面においては受
け身となる傾向も見られる（C4）。今後は、集団活動においても個々の生徒が主体的に活動できるようなることが望
まれる。また、全体的に素直で従順な生徒が多いが、自らの思いや考えに沿ってエネルギッシュに取り組み、粘り強
く続ける力は十分ではない（1/2）ため、改善が必要である。 

  

【学校評価の総括】～令和８年度の教育の方向性～ 

そろえる教育から「らしさ」を育てる教育へ 

〇「多様性への理解・柔軟性」を最重要評価項目として重視 

３つの資質・能力の内、「多様性への理解・柔軟性」を最重要評価項目として設定し、「互
いの価値観や違いを認め合い、他の人の人権や存在を尊重して行動している」と回答する
生徒の割合 100％を目指す。 
〇多様性を意識した集団づくり 

全ての生徒が安心・安全で楽しく生活できるよう、学校生活のルールや健康で安全な行動
の仕方、行事や生徒会活動の内容などを生徒自ら考え、生徒による学校自治を推進する。
また、SNS 利用の仕方についての指導を含めた人権教育を力強く推進する。 
〇「らしさ」を追求した授業改革 

生徒一人一人が「自分らしい学び」ができるよう、教員一人一人の「らしさ」を大切にし
た校内研修を充実させる。また、生徒同士の相互評価や教員による評価を充実させ、自己
肯定感・自己有用感・自己効力感などの向上に努める。 

学
校
関
係
者
評
価 

(
外
部
評
価
) 

学力が高く、生徒指導上の問題も少ない。特別活動にも協力して取り組んでいる。子どもが安心して学校に来られる
良い教育活動が行われている。発達段階や謙虚さ、地域の特性なども考慮して考えると、数値が低い項目があったと
しても過度に心配する必要はないだろう。特に横のセル同士を比較し一喜一憂するよりも、本年度の数値を基に来年
度の目標値を設定して、自信をもって教育活動に取り組んでいただきたい。資質・能力の中で「多様性への理解・柔
軟性（多様な人々と協働していく力）」の数値が高いことは、協働的な活動を授業や行事などで積極的に取り入れて
いる成果であろう。一方で、自分の意見やアイデアをもって取り組む数値が低いことを踏まえると、自分の主張をせ
ず、他者とぶつかることを避けている傾向と見ることもできる。SNS などによる同調圧力も影響しているかもしれな
い。実社会では自分の意見やアイデアを発することができる人材が必要とされており、子どもたちにもそのような人
になってほしいと願ってる。そのために、我慢をしている子、本音を出せていない子への対応も考えておく必要があ
る。他者から自分の⾧所を評価され、自信を高めることで、主体的になったり、進んで意見を言ったりできるように
なるだろう。来年度は、そのような取組にも期待したい。 

 

 学びに向かう力、人間性等 思考力、判断力、表現力等  
 学習指導要領との対応  


